
 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                          

 

 

 

 

 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保育士である加藤良子さんは，

子育て支援ボランティア団体

「ホップクラブ」会員として，

そして，放課 後こども 教室

「あ・そ・ぼ！」のコーディネ

ーターとして日々活躍 

されている子育 

て支援のスペ 

シャリスト 

です。 

発行:Ｈ２２．４. １ 

大崎市まちづくり推進課 

男女共同参画推進室 

        

１０年程前にマザー・テレサの「「「「愛愛愛愛のののの反対反対反対反対はははは憎憎憎憎しみではなくしみではなくしみではなくしみではなく，，，，無関心無関心無関心無関心であるであるであるである。」。」。」。」

という言葉に出合い，「！ 本当だ・・・全ては知ろうとすることから始まるん

だ。恋愛も，子育ても，世界も自分も！」と思った。そして，その頃読んだフォ

レスト・カター著「リトル・トリー」のトリーの祖母が語る「誰でも二つの心を

持っているんだよ。ひとつの心はね，からだの心（ボディーマインド），つまり

からだがちゃんと生き続けるようにって，働く心なの。でもね，人間はもうひと

つ心を持ってるんだ。それは，霊の心（スピリット・マインド）なの。（中略） 

霊の心ってものはね，ちょうど筋肉みたいで，使えば使うほど大きく強くなっ

ていくんだ。努力すればするほど理解は深くなっていくんだよ。理解というのは

愛と同じものなの。」と重なった。８年前に乳がんを患った。先日「退院して一

番嬉しかったことは，台所に立って家族の料理を作れたことだったんだよ。」仕

事の疲れを引きずりながら作った夕飯を食べながら娘に言うと「よかったね。必

要とされているんだよ。」と。娘の成長と“必要”の言葉に幸せをもらった。 

「「「「世界世界世界世界のののの平和平和平和平和はははは，，，，まずまずまずまず家庭家庭家庭家庭のののの平和平和平和平和からからからから始始始始まりますまりますまりますまります。。。。平和平和平和平和はほほえみからはほほえみからはほほえみからはほほえみから始始始始まりまりまりまり

ますますますます。」。」。」。」（マザー・テレサ） 

子育て支援ボランティア団体「ホップクラブ」 加藤 良子さん 

 

世界世界世界世界のののの平和平和平和平和はははは家庭家庭家庭家庭からからからから    
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表題は一緒に歩む男女共同 

参画をイメージしています 

 

最
近
、
暴
力
や
虐
待
、
殺
人
事
件
が
毎
日
の
よ
う

に
新
聞
紙
上
を
に
ぎ
わ
し
、
特
に
児
童
虐
待
の
報
道

が
目
に
付
き
ま
す
。 

 

一
般
に
弱
い
と
い
わ
れ
る
人
を
自
分
の
意
の
ま

ま
に
し
よ
う
と
し
て
、 

力
の
あ
る
も
の
が
、
ほ 

ぼ
一
方
的
に
危
害
（
精 

神
的
な
も
の
も
含
む
） 

を
加
え
るるるる
虐
待
（
い
じ 

め
・
暴
力
）
行
為
が
発 

生
し
ま
す
。 

自
分
の
所
有
物
の
よ
う 

な
意
識
が
働
く
の
で
し
ょ
う
か
。
ど
ん
な
小
さ
な
子

ど
も
に
も
人
権
が
あ
り
ま
す
。
命
の
重
み
は
大
人
と

一
緒
で
す
。
子
ど
も
だ
か
ら
、
妻
だ
か
ら
、
自
分
の

所
有
物
だ
か
ら
何
を
し
て
も
い
い
と
い
う
考
え
が

あ
る
と
し
た
ら
大
変
で
す
。
ま
た
、
大
人
に
成
長
し

て
か
ら
そ
の
考
え
を
変
え
よ
う
と
し
て
も
、
な
か
な

か
変
え
ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

子
ど
も
の
う
ち
か
ら
、
人
権
意
識
、
平
等
意
識
、

そ
し
て
自
分
を
大
事
に
す
る
心
を
養
っ
て
お
く
こ

と
が
何
よ
り
も
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
改
め

て
教
育
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
家
庭
で
今
日

起
こ
っ
た
こ
と
を
話
し
合
う
こ
と
が
有
効
だ
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
際
は
親
と
し
て
「
こ
う
思

う
、
こ
の
よ
う
に
考
え
る
」
と
親
の
意
見
を
示
し
て

お
く
と
同
時
に
子
ど
も
の
意
見
も
聞
い
て
お
く
こ

と
が
、
子
ど
も
の
人
格
形
成
上
、、、、    

重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

コラムコラムコラムコラムニストニストニストニスト紹介紹介紹介紹介    



     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

い 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※第９号の記事に対して２名の方から、表現方法についてのご意見をいただきました。ありがとうございました。 

ダイヤモンドの原石を磨くのは

ダイヤモンドといいますが，人間

を磨くのもまた，人間です。 

人が一人前に育つには，父母の

みならず，家族や学校、地域社会

の中で，様々な人たちと関わり合

いながら、学び，鍛えられ，成長

していくのですね。 

あとがきあとがきあとがきあとがき  先日、妹が結婚しました。嫁ぎ先の家では、「男は何もしない」というのが当たり前のようで、夫の

靴下さえも用意してあげなければならないとのこと。 

私が結婚したら「何でも二人で協力」していこうと思っていたのですが、実際に相手の家に入ったら、 

義父・義母の前で夫に「お風呂沸かして」「ゴミ出して」なんて言えるかなぁ・・？ 

 

私たち人間にとって大切なのは「命を繋ぐ力」です。

たとえば「食べる」「眠る」など、生きていく上で大切

な習慣。私たちはそれらを欠かさず行い、そして命を

繋いでいるのです。 

そしてそれらは生まれた時から出来る事ではありま

せん。 

私たちは、両親や家族から、その生きる術を教わり

ます。家庭で育む「生きる力」は、家族の「愛情」で

あり、「健やかに生きて欲しい」という願いでもあるの

ではないでしょうか。 

命命命命 をををを 繋繋繋繋 ぐぐぐぐ    
 

家族といっぱい話していますか？ 

子どもの成長と家族の会話は比例すると思うけれ

ど，中学・高校となると部活や習い事が増え，家族と

の時間は減っていくように感じます。 

我が家では，家族みんながそろう時間を作ろうと，

朝食を一緒に食べるルールを作っています。 

何気ない当たり前の会話によりお互いを理解しあ

い，困難にぶち当たった時，「助けを求められる・助け

ることができる」，そんな関係を築いていけたらいいと

思います。 

キホンキホンキホンキホンはははは会話会話会話会話    

 

この不景気なご時勢にあっても，子供がどんな苦難

にも負けず雄々しく生き抜いて欲しいと強く願う。 

でも，他力本願だけではなく，自分にできることは

何だろうか。 

子供達に自分の生き様を見せること。こうあって欲

しいと願うことを自ら実践して見せることか。 

月曜の朝，憂鬱にしている自分に反省し，「ちょっと

シャンとしてみよう」と、ネクタイを締め直す。 

 

父父父父 のののの 背背背背 中中中中    

                     ２月 26 日，古川保健福祉プラザにおいて「リプロダクテｲブ・ヘ

ルス/ライツって何だろう？ 今我々がしなければならない事～婦人

科視点から女性の健康を考える～」と題した男女共同参画推進学習

会が開催されました。講師に産婦人科専門医としてご活躍の関井亜

有美先生を迎え，大崎市役所３８部署より５０名の参加がありまし

た。人権としての「性と生殖に関する健康と権利」を社会の問題と

して認識し，市民へ働きかける立場の我々が，それぞれの業務の中

で，使命感を持って問題解決を模索しようと結ばれました。我々を

取り巻く性の問題の共有と行政を担う立場で出来ることを考えた熱

い９０分間！ただ，男性職員の参加が少なく「男性職員にこそ聞い

て欲しかった･･･」という女性職員の感想もありました。 

      求む！男性参画！ 
「性の健康」を考えた熱い９０分！！ 


